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遊びたかった 18.5％ 35.8％ 27.8％ 17.9％ 2.45（.99）
自由な時間があると思った 16.2％ 23.3％ 38.1％ 49.4％ 2.67（1.01）
異性の友人（恋人）を作りたい 13.1％ 28.4％ 26.7％ 31.8％ 2.78（1.04）
友達を作りたかった 05.7％ 20.7％ 34.1％ 39.5％ 3.08（.91）
趣味、仲間作り―サークル活動 10.8％ 24.1％ 29.3％ 35.8％ 2.90（1.01）
のんびり生活できるから 31.0％ 31.5％ 27.0％ 10.5％ 2.17（.99）
大学志望動機
（2002年　352名対象）
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左の事例は、大学の基礎演習における1年生を対象としたゼミレポートの一例である。
他者と自分の大学への志望動機の「社会性獲得」と名付けられる項目群を見つめることによって、
「生きる力」としての「問題解決力」を身に付けることをねらいとして行われた。これらは、決し
てコンピュータのインターネットでは得られない。同じ境遇の顔を合わせた人間同士で、自身の内
面の情報を開示し、他者の感情を受容して練られていくものである。
以上、小学生の道徳の授業実践と大学生の基礎演習の事例を挙げたが、共通した基本用件は自身
を見つける自己探求の姿勢と意欲と考えられる。
情報化時代の現代、子どもも大人も、自身がどう生きたいか、どうありたいか、どのような状況
なのか、目まぐるしいために自分と直面する時間と機会を持つことができない。その中で必要な
「問題解決力」とはどのようなものかは非常に重要であり、今後も議論する必要があろう。
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